
　

中
国
に
お
け
る
都
市
は
、
農
村
の
安

価
な
労
働
力
・
農
産
物
・
土
地
を
用
い

て
莫
大
な
付
加
価
値
を
生
み
出
し
、
農

村
と
の
経
済
格
差
を
経
済
成
長
の
源
と

し
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
賃
金
未
払

い
・
汚
職
・
悪
質
な
土
地
収
用
な
ど
を

原
因
と
し
た
集
団
で
の
騒
乱
（
群
体
性

事
件
）
が
農
村
で
頻
発
し
て
い
る
。

　

格
差
は
ど
こ
ま
で
拡
大
す
る
の
か
。

格
差
は
な
ぜ
拡
大
し
た
の
か
。
そ
し
て

格
差
は
縮
小
す
る
の
か
。
本
稿
で
は
、

中
国
に
お
け
る
都
市
住
民
と
農
村
住
民

の
間
の
所
得
格
差
の
動
向
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

●
都
市
の
定
義
の
由
来

　

格
差
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず

中
国
の
統
計
上
の
都
市
の
定
義
を
明
確

に
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
都
市
の
定
義
は

国
際
的
に
統
一
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

だ
。

　

中
国
公
式
統
計
で
は
、
都
市
地
域
を

城
鎮
、
農
村
地
域
を
郷
村
と
称
す
る
。

城
鎮
は
、
城
市
と
鎮
に
区
分
で
き
る
。

　

城
は
、
土
偏
に
成
る
と
書
き
、
成
に

守
の
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
で
防

衛
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

　

市
は
、
市
の
立
つ
場
所
を
示
す
標
識

の
形
か
ら
作
ら
れ
た
象
形
文
字
で
あ

り
、
交
易
を
す
る
と
こ
ろ
と
い
う
意
味

が
あ
る
。

　

殷
代
か
ら
春
秋
時
代
に
か
け
て
商
品

経
済
が
発
展
し
、
人
口
が
集
中
す
る
城

壁
の
内
側
の
町
に
市
の
場
所
が
固
定
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
城
市
が
都
市
の
意
味

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た（
参
考
文
献
①
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
国
に
お
け
る
城
と

は
、
城
壁
で
町
を
取
り
囲
ん
だ
も
の
で

あ
り
、
城
下
町
で
囲
ま
れ
て
い
る
近
世

日
本
の
城
郭
と
対
象
的
で
あ
る
。

　

鎮
は
、
呪
霊
鎮
撫
か
ら
転
じ
て
、
そ

の
地
域
を
軍
事
的
に
鎮
め
る
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
鎮
は
地
方
に
お
け
る
軍
人

や
官
僚
の
駐
在
地
で
あ
っ
た
。

　

宋
代
ま
で
に
そ
の
軍
事
的
色
彩
が
薄

れ
、
城
外
の
人
口
集
中
地
で
開
か
れ
た

小
規
模
な
定
期
市
と
県
の
間
に
存
在
す

る
商
業
中
心
地
と
し
て
成
立
す
る
よ
う

に
な
り
、
近
現
代
で
は
行
政
単
位
と

な
っ
た
（
参
考
文
献
①
）。

　

上
海
の
徐じ

ょ

家か

匯か
い

は
、
か
つ
て
は
農
村

の
小
さ
な
商
業
中
心
地
で
あ
る
集
鎮
で

あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
上
海
中
心
地
か

ら
続
く
都
市
地
域
と
一
体
化
し
、
上
海

を
代
表
す
る
商
業
地
区
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
（
写
真
）。

● 

都
市
の
現
状
に
対
応
す
る
所
得

統
計

　

都
市
近
郊
農
村
で
は
、
農
地
が
収
用

さ
れ
て
、
公
共
施
設
・
企
業
・
住
宅
の

用
地
と
な
り
、
都
市
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
が
、
現

在
で
も
統
計
上
で
農
村
と
定
義
さ
れ
る

な
ら
、
都
市
住
民
所
得
と
い
っ
た
統
計

指
標
は
、
実
態
を
表
さ
な
い
も
の
と

な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
所
得
統
計
に
お
け
る
都

市
の
定
義
は
、
都
市
の
現
状
に
対
応
す

べ
く
数
度
の
改
定
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

都
市
住
民
一
人
当
た
り
可
処
分
所
得

（
城
鎮
居
民
人
均
可
支
配
収
入
）
に
お

け
る
都
市
の
定
義
は
、
一
九
八
二
年
以

前
は
行
政
上
の
市
の
み
、
一
九
八
三
年

以
降
は
市
と
、
県
政
府
所
在
地
（
城
関

鎮
）
の
居
民
委
員
会
で
あ
っ
た
。
そ
の

都
市
の
中
で
、
非
農
業
戸
籍
の
個
体
世

帯
と
、
集
体
戸
籍
（
世
帯
主
が
単
位
の

戸
籍
）
の
非
単
身
世
帯
が
、
調
査
対
象

と
さ
れ
て
き
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
お
い
て
、
都
市
の

状
況
を
反
映
し
て
定
義
が
変
更
さ
れ

た
。

　

二
〇
〇
三
年
よ
り
都
市
常
住
世
帯
が

対
象
と
な
り
、
農
村
出
身
者
が
含
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。た
だ
し
工
場
の
寮
、

商
店
、
飯
場
な
ど
と
い
っ
た
所
番
地
の

な
い
世
帯
に
住
み
こ
ん
で
い
る
農
民
工

は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
（
参
考
文
献

②
）。

　

都
市
の
定
義
は
、
二
〇
〇
六
年
よ
り

『
統
計
上
劃
分
城
郷
的
規
定
』
の
暫
定

版
に
、
そ
し
て
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
、

『
統
計
上
劃
分
城
郷
的
規
定
』
に
基
づ

集鎮から商業地区に発展した徐家匯（上海市徐匯区）（2010年8
月21日筆者撮影）

都
市
農
村
間
所
得
格
差
の
拡
大

星
野　

真
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い
て
い
る
。

　
『
統
計
上
劃
分
城
郷
的
規
定
』
で
は
、

都
市
は
城
区
と
鎮
区
で
構
成
さ
れ
る
。

　

城
区
と
は
、
市
轄
区
・
区
を
設
置
し

な
い
市
に
お
け
る
、
区
・
市
人
民
政
府

所
在
地
の
郷
級
行
政
の
建
造
物
が
連
接

し
て
い
る
居
民
委
員
会
と
そ
の
他
の
地

域
を
指
す
。

　

鎮
区
と
は
、
城
区
以
外
の
県
人
民
政

府
所
在
地
と
そ
の
他
の
鎮
に
お
け
る
、

政
府
所
在
地
の
村
級
行
政
の
建
造
物
が

連
接
し
て
い
る
居
民
委
員
会
と
そ
の
他

の
地
域
を
指
す
。

　

連
接
し
て
い
な
い
が
常
住
人
口
三
〇

〇
〇
人
以
上
の
独
立
し
た
鉱
工
区
・
開

発
区
・
科
学
研
究
単
位
・
大
学
専
門
学

校
な
ど
の
特
殊
区
域
お
よ
び
農
場
・
林

場
の
場
部
所
在
地
も
鎮
区
に
含
ま
れ

る
。

　

そ
し
て
城
区
と
鎮
区
以
外
の
地
域
は

農
村
と
し
て
扱
わ
れ
る
（
参
考
文
献

③
）。

　

注
意
す
べ
き
点
は
、
建
造
物
と
連
接

の
扱
い
だ
ろ
う
。『
城
郷
劃
分
実
施
弁

法
』
に
は
、
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

建
造
物
と
は
、
行
政
・
商
業
金
融
・

文
化
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
・
医
療
福
祉
・

教
育
科
学
研
究
・
文
化
旧
跡
な
ど
の
公

共
施
設
、
住
宅
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
施
設
・
道
路
用
地
・
緑
地
な
ど
の

住
居
施
設
、
工
場
・
倉
庫
・
交
通
施
設
・

道
路
広
場
・
都
市
公
共
イ
ン
フ
ラ
・
道

路
・
線
路
な
ど
そ
の
他
施
設
な
ど
の
建

設
中
あ
る
い
は
既
に
完
成
さ
れ
た
建
造

物
を
指
す
。

　

そ
し
て
、
建
設
中
の
用
地
、
収
容
さ

れ
農
業
経
営
活
動
は
行
わ
れ
て
い
な
い

が
開
発
も
さ
れ
て
い
な
い
土
地
も
建
造

物
に
含
ま
れ
る
。

　

た
だ
し
、
水
道
・
電
気
な
ど
の
公
共

イ
ン
フ
ラ
、
線
路
・
道
路
な
ど
の
交
通

網
、
ダ
ム
は
、
連
接
を
判
断
す
る
基
準

と
し
て
み
な
さ
な
い
。
農
地
、
草
原
、

水
域
な
ど
も
非
建
設
用
地
と
し
て
扱
わ

れ
る
。

　

連
接
と
は
、
二
つ
の
地
域
の
間
で
、

観
察
可
能
な
実
際
に
建
設
中
あ
る
い
は

完
成
さ
れ
た
建
造
物
が
連
接
し
て
い
る

こ
と
、
二
つ
の
地
域
の
間
が
非
建
設
用

地
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
て
い
な
い
状
態

を
指
す
。

　

な
お
、
二
つ
の
地
域
が
一
本
の
道
路

で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
き
、
道
路
の
両

側
あ
る
い
は
片
側
に
建
造
物
が
横
一
列

と
な
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
も
連

接
と
み
な
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
二
つ
の
建
造
物
の
間
に
隙
間

が
出
現
し
た
場
合
、
隙
間
の
面
積
が
最

大
施
設
の
占
有
面
積
よ
り
小
さ
い
、
か

つ
隙
間
が
非
農
業
用
地
の
場
合
、
連
接

と
み
な
す
（
参
考
文
献
④
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
都
市
と
農
村
の
区
分

は
、
政
府
所
在
地
の
郷
級
行
政
・
村
級

行
政
と
そ
の
周
囲
の
村
級
行
政
の
間
に

お
い
て
、
前
述
の
意
味
に
お
け
る
建
造

物
の
連
接
状
況
で
判
断
さ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
都
市
住
民
一
人
当
た
り

可
処
分
所
得
に
お
け
る
都
市
の
定
義

は
、
都
市
人
口
（
城
鎮
人
口
）
の
そ
れ

と
長
ら
く
相
違
し
て
お
り
、
一
致
し
た

の
は
二
〇
〇
〇
年
代
の
後
半
に
過
ぎ
な

い
。

　

都
市
人
口
は
、
一
九
五
五
年
以
後
、

政
治
状
況
や
都
市
の
実
情
に
合
わ
せ
て

定
義
が
六
度
改
定
さ
れ
、
現
行
の
定
義

で
あ
る
『
統
計
上
劃
分
城
郷
的
規
定
』

が
二
〇
〇
八
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
。

●
格
差
拡
大
の
構
造

　

さ
て
、
都
市
住
民
と
農
村
住
民
の
平

均
所
得
の
格
差
を
分
析
し
よ
う
。

　

図
1
は
、平
均
対
数
偏
差
を
用
い
て
、

一
九
八
二
〜
二
〇
一
〇
年
を
対
象
に
、

中
国
の
三
一
省
の
都
市
と
三
一
省
の
農

村
で
構
成
さ
れ
た
六
二
地
域
に
お
け

る
、
住
民
一
人
当
た
り
実
質
所
得
格
差

の
趨
勢
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

平
均
対
数
偏
差
と
い
う
尺
度
は
、
所

得
格
差
の
地
域
分
解
が
で
き
る
と
い
う

特
徴
を
も
つ
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
六
二

地
域
間
の
総
格
差
を
、
都
市
農
村
間
格

差
、
都
市
内
格
差
、
農
村
内
格
差
に
分

解
し
て
い
る
。

　

数
値
が
〇ゼ

ロ

を
示
す
場
合
は
完
全
平

等
、〇
よ
り
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、

格
差
が
大
き
く
な
る
。
分
析
結
果
は
、

以
下
の
五
点
に
集
約
さ
れ
る
。

　

第
一
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
で
は
、
中

国
の
地
域
間
実
質
所
得
格
差
の
お
よ
そ

八
割
は
、
都
市
農
村
間
格
差
で
説
明
で

き
る
こ
と
だ
。
総
格
差
に
対
す
る
都
市

農
村
間
格
差
の
寄
与
度
は
、
一
九
八
〇

年
代
で
は
三
四
〜
六
八
％
、
一
九
九
〇

年
代
で
は
六
七
〜
八
〇
％
、
二
〇
〇
〇

年
代
で
は
、
八
一
〜
八
四
％
に
達
し
、

そ
の
寄
与
度
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
一
九
八
三
年
以
降
は
、
一

部
の
年
を
除
け
ば
、
地
域
間
実
質
所
得

格
差
、
都
市
農
村
間
実
質
所
得
格
差
は

拡
大
を
続
け
て
い
る
。

　

第
三
に
、
一
九
九
四
年
を
頂
点
と
し

た
格
差
の
急
拡
大
と
急
縮
小
の
原
因

は
、
イ
ン
フ
レ
が
も
た
ら
し
た
農
村
住

民
の
実
質
所
得
の
減
少
と
増
大
で
あ

る
。
南
巡
講
話
に
よ
っ
て
、
一
九
九
三

年
に
固
定
資
本
投
資
が
対
前
年
比
で
六

一
％
増
大
し
た
こ
と
が
、
イ
ン
フ
レ
の

原
因
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
中
国
は
物
価
の
抑
制
に
成

功
し
、
一
九
九
六
年
を
一
〇
〇
と
し
た

0.00
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総格差

都市農村間格差

都市内格差
農村内格差

図1　中国の地域所得格差の地域分解

（出所）『中国城市（鎮）生活与価格年鑑』（各年版）、『中国農村住戸調
査年鑑』（各年版）などより筆者作成。
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農
産
品
生
産
価
格
総
指
数
は
二
〇
〇
六

年
ま
で
一
〇
〇
未
満
が
続
い
た
。
し
か

し
農
村
は
安
価
な
農
産
物
を
供
給
し
続

け
る
こ
と
と
な
り
、
農
村
住
民
の
所
得

低
迷
と
都
市
農
村
間
所
得
格
差
の
拡
大

に
拍
車
を
掛
け
た
結
果
と
な
っ
た
。

　

第
四
に
、
二
〇
〇
七
〜
〇
九
年
に
お

い
て
は
、
総
格
差
と
都
市
農
村
格
差
の

拡
大
が
穏
や
か
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
二

年
以
降
の
都
市
世
帯
調
査
の
対
象
世
帯

が
都
市
常
住
世
帯
に
変
更
さ
れ
、
都
市

低
所
得
層
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

第
五
に
、
二
〇
一
〇
年
は
総
格
差
と

都
市
農
村
間
格
差
と
も
に
大
き
く
縮
小

し
た
。
こ
れ
が
一
時
的
な
も
の
か
、
あ

る
い
は
二
〇
一
一
年
以
降
も
持
続
す
る

も
の
か
ど
う
か
、
注
目
に
値
す
る
。

●
格
差
拡
大
の
原
因

　

つ
づ
い
て
ジ
ニ
係
数
と
擬
ジ
ニ
係
数

を
用
い
て
、
一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
九
年

を
対
象
と
し
て
、
中
国
の
三
一
省
の
都

市
と
三
一
省
の
農
村
で
構
成
さ
れ
た
六

二
地
域
に
お
け
る
、
住
民
一
人
当
た
り

実
質
所
得
格
差
の
所
得
源
泉
別
分
解
を

行
っ
た
（
図
2
）。

　

擬
ジ
ニ
係
数
を
用
い
る
と
、
各
所
得

源
泉
別
の
所
得
格
差
を
推
計
で
き
る
。

実
質
所
得
は
、
賃
金
性
所
得
（
給
与
所

得
）、
経
営
性
所
得
（
事
業
所
得
）、
財

産
性
所
得（
動
産
・
不
動
産
所
得
な
ど
）、

移
転
性
所
得
（
失
業
保
険
や
世
帯
間
の

贈
与
な
ど
）
の
四
つ
の
所
得
源
泉
か
ら

構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
た
。

　

図
2
で
は
、
総
格
差
は
ジ
ニ
係
数
で

計
算
し
て
お
り
、
数
値
が
〇
に
近
い
ほ

ど
格
差
が
小
さ
く
、
一
に
近
づ
く
ほ
ど

格
差
が
大
き
く
な
る
。
各
所
得
源
泉
の

格
差
は
、

数
値
が
〇

よ
り
大
き

い
ほ
ど
総

格
差
を
大

き
く
す
る

こ
と
に
寄

与
し
、
〇

よ
り
小
さ

い
ほ
ど
、

総
格
差
を

小
さ
く
す

る
こ
と
に

寄
与
す

る
、
ま
た
〇
に
近
い
ほ
ど
何
も
貢
献
し

な
い
。
図
2
か
ら
、
五
つ
の
こ
と
が
わ

か
る
。

　

第
一
に
、
地
域
間
実
質
所
得
格
差
へ

の
寄
与
度
が
最
も
高
い
の
は
賃
金
性
所

得
格
差
、
次
い
で
移
転
性
所
得
格
差
で

あ
る
。
都
市
住
民
の
賃
金
性
所
得
と
移

転
性
所
得
と
、
農
村
住
民
の
そ
れ
ら
と

の
間
に
大
き
な
格
差
が
存
在
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
結
果
は
、
都
市

と
農
村
の
間
で
の
給
与
所
得
と
社
会
保

障
制
度
の
相
違
が
都
市
農
村
間
実
質
所

得
格
差
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

　

第
二
に
、
経
営
性
所
得
格
差
は
、
総

格
差
を
小
さ
く
す
る
作
用
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
経
営
性
所
得
格
差
が
負
の
値

を
示
す
理
由
は
、
経
営
性
所
得
に
関
し

て
は
、
農
村
住
民
の
方
が
都
市
住
民
よ

り
高
い
た
め
だ
。
農
村
住
民
の
経
営
性

所
得
に
は
、
農
業
経
営
所
得
な
ど
第
一
次

産
業
経
営
所
得
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降

の
地
域
間
実
質
所
得
格
差
拡
大
の
最
大

の
原
因
は
、
経
営
性
所
得
格
差
が
平
等

に
近
付
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
農

業
経
営
所
得
の
低
迷
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
。
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
九
年
に

か
け
て
、
都
市
住
民
一
人
当
た
り
実
質

経
営
性
所
得
の
三
一
省
平
均
値
は
、
年

平
均
で
一
八
％
も
増
加
し
た
の
に
対

し
、
農
村
の
そ
れ
は
わ
ず
か
四
％
し
か

増
加
し
な
か
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、

一
九
九
七
〜
二
〇
〇
六
年
ま
で
、
農
産

物
価
格
が
一
九
九
六
年
の
水
準
を
下

回
っ
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

　

第
四
に
、
移
転
性
所
得
格
差
の
拡
大

は
、
一
九
九
〇
年
代
と
二
〇
〇
〇
年
代

前
半
を
通
じ
た
地
域
間
実
質
所
得
格
差

拡
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
移
転
性

所
得
は
、
二
〇
〇
二
年
ま
で
拡
大
傾
向

で
あ
っ
た
が
、こ
れ
は
都
市
で
の
年
金
・

失
業
保
険
・
退
職
金
の
収
入
の
増
大
が

格
差
拡
大
に
寄
与
し
た
結
果
で
あ
る
。

そ
の
後
、
移
転
性
所
得
格
差
は
高
止
ま

り
し
た
こ
と
が
、
総
格
差
の
格
差
拡
大

を
緩
や
か
な
も
の
に
し
た
。
そ
の
背
景

に
、
親
類
友
人
か
ら
の
贈
与
の
増
大
に

と
も
な
う
農
村
住
民
の
移
転
性
所
得
の

上
昇
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。

　

第
五
に
、
一
九
九
四
年
を
頂
点
と
し

て
、
賃
金
性
所
得
格
差
は
縮
小
を
続
け

て
い
る
。
そ
れ
は
都
市
住
民
よ
り
農
村

住
民
の
ほ
う
が
、
実
質
賃
金
性
所
得
の

伸
び
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
さ
ら
に
総
格
差
に
対
す
る
賃
金
性

所
得
格
差
の
寄
与
度
も
低
下
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
農
村
住
民
の
所
得

構
成
が
農
業
経
営
所
得
だ
け
か
ら
、
農

業
経
営
所
得
と
賃
金
性
所
得
の
二
本
柱

に
変
化
し
た
こ
と
、
都
市
住
民
の
所
得

構
成
に
お
い
て
移
転
性
所
得
の
比
率
が

増
加
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
図
1
と
図
2
の
分
析

結
果
か
ら
、
中
国
の
都
市
農
村
間
所
得

格
差
の
趨
勢
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
、
以

下
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
中
国
に
お
け
る
地
域
間
実
質

経営性

1990 1995 2000 2005 2009
－0.2

0.0

0.2

0.4

総格差

賃金性

移転性

財産性

図2　中国の地域所得格差の所得源泉分解

（出所）『中国城市（鎮）生活与価格年鑑』（各年版）、『中国農村住戸
調査年鑑』（各年版）などより筆者作成。
（注）各所得源泉の格差は、擬ジニ係数に、総所得平均値に対する所
得源泉平均値の比率を乗じたものである。1990年四川農村価格を基
準年基準地点とした実質値である。
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所
得
格
差
を
八
割
程
度
説
明
で
き
る
都

市
農
村
間
実
質
所
得
格
差
は
、
一
九
八

三
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
ま
で
、
基
本
的

に
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

　

第
二
に
都
市
農
村
間
実
質
所
得
格
差

を
生
み
だ
し
た
原
因
は
、
都
市
と
農
村

の
間
で
の
給
与
所
得
と
社
会
保
障
制
度

の
相
違
で
あ
り
、
農
業
経
営
所
得
の
低

迷
と
都
市
で
の
移
転
所
得
の
増
大
が
そ

の
格
差
を
よ
り
拡
大
さ
せ
た
。

　

第
三
に
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
入

り
、
農
村
住
民
の
実
質
賃
金
性
所
得
が

都
市
住
民
の
そ
れ
よ
り
成
長
し
、
親
戚

友
人
か
ら
の
贈
与
が
増
大
し
実
質
移
転

性
所
得
が
伸
び
た
た
め
、
都
市
農
村
間

実
質
所
得
格
差
の
拡
大
が
緩
や
か
な
も

の
と
な
っ
た
。

● 

高
止
ま
り
し
た
長
江
デ
ル
タ
内

部
の
格
差

　

続
い
て
、
分
析
の
範
囲
を
長
江
デ
ル

タ
に
狭
め
、
全
国
を
対
象
と
し
た
先
述

の
図
1
と
比
較
し
、
長
江
デ
ル
タ
内
部

の
都
市
農
村
間
所
得
格
差
の
特
殊
性
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

　

図
3
は
、平
均
対
数
偏
差
を
用
い
て
、

一
九
九
〇
〜
二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
、

狭
義
の
長
江
デ
ル
タ
を
表
す
長
江
デ
ル

タ
一
六
地
級
市
の
都
市
と
一
六
地
級
市

の
農
村
で
構
成
さ
れ
た
三
二
地
域
に
お

け
る
住
民
一
人
当
た
り
実
質
所
得
格
差

を
、
都
市
農
村
間
格
差
、
都
市
内
格
差
、

農
村
内
格
差
に
分
解
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
か
ら
、
次
の
三
点
が
指

摘
で
き
る
。

　

第
一
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る

長
江
デ
ル
タ
内
部
の
地
域
間
実
質
所
得

格
差
の
約
八
割
は
、
都
市
農
村
間
実
質

所
得
格
差
で
説
明
で
き
る
。
そ
の
寄
与

度
は
、
一
九
九
〇
年
の
二
四
％
か
ら
二

〇
〇
〇
年
の
八
八
％
ま
で
急
激
に
増
大

し
た
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
全
国
を
対
象

と
し
た
分
析
結
果
と
同
様
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
都
市
農
村
間
実
質
所
得
格

差
は
一
九
九
五
〜
九
六
年
を
除
く
と
、

二
〇
〇
一
年
ま
で
は
拡
大
傾
向
で
あ
っ

た
が
、
二
〇
〇
二
年
以
降
は
高
止
ま
り

し
、
二
〇
〇
八
年
と
二
〇
〇
九
年
は
縮

小
し
て
い
る
。
全
国
を
対
象
と
し
た
分

析
結
果
と
比
べ
て
高
止
ま
り
に
転
じ
た

時
期
が
早
い
。

　

第
三
に
、
二
〇
〇
二
年
以
降
の
都
市

農
村
間
実
質
所
得
格
差
の
高
止
ま
り
の

一
因
に
、
都
市
世
帯
調
査
の
対
象
世
帯

の
変
更
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、

全
国
を
対
象
と
し
た
結
果
よ
り
明
確
と

さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
長
江
デ
ル
タ
に
お
け

る
都
市
農
村
間
実
質
所
得
格
差
は
、
基

本
的
に
は
全
国
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、

趨
勢
と
構
造
は
似
て
い
る
も
の
の
、
そ

の
格
差
は
早
く
高
止
ま
り
に
転
じ
た
の

で
あ
っ
た
。

●
格
差
縮
小
の
鍵
は
都
市
化

　

中
国
の
地
域
所
得
格
差
、
な
ら
び
に

そ
の
八
割
を
占
め
る
都
市
農
村
間
所
得

格
差
を
生
み
だ
し
た
の
は
、
都
市
と
農

村
の
間
で
の
給
与
所
得
と
社
会
保
障
制

度
の
相
違
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

格
差
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
た
原
因
は
、

都
市
住
民
の
移
転
所
得
の
増
大
と
農
業

経
営
所
得
の
低
迷
に
あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
格
差
縮
小
の
た
め
に
は
、

①
農
村
住
民
の
給
与
所
得
増
大
、
②
農

村
社
会
保
障
制
度
の
改
善
、
③
農
村
住

民
の
経
営
性
所
得
の
増
大
、
こ
の
三
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
三
点
の
実
現
は
、
農
村
都
市

化
が
鍵
を
握
っ
て
い
る
。

　

①
と
③
に
つ
い
て
は
、
都
市
化
に

よ
っ
て
農
村
住
民
が
給
与
所
得
と
個
人

事
業
所
得
を
得
る
機
会
が
増
大
し
、
そ

の
結
果
と
し
て
農
地
の
大
規
模
集
約
化

も
進
み
農
業
経
営
所
得
の
上
昇
に
も
つ

な
が
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
重
慶
市
の
よ
う
に

戸
籍
制
度
改
革
に
よ
っ
て
都
市
住
民
同

様
の
社
会
保
障
制
度
を
享
受
で
き
る
よ

う
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
農
村
の
制
度

を
都
市
の
そ
れ
に
近
づ
け
れ
ば
よ
い
。

例
え
ば
「
国
務
院
関
于
開
展
新
型
農
村

社
会
養
老
保
険
試
点
的
指
導
意
見
」（
国

発
〈
二
〇
〇
九
〉
三
二
号
）
に
お
い
て
、

基
礎
年
金
部
分
を
政
府
が
全
額
負
担
す

る
新
年
金
制
度
を
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

全
国
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
謳
っ
て
い

る
。

　

無
論
の
こ
と
、
多
様
性
に
富
ん
だ
中

国
の
農
村
が
、
長
江
デ
ル
タ
の
よ
う
に

都
市
化
し
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
。
戸

籍
制
度
や
新
年
金
制
度
の
進
捗
に
も
地

域
差
が
あ
る
。
中
国
は
試
行
錯
誤
を
重

ね
な
が
ら
、
格
差
是
正
政
策
を
続
け
て

い
く
だ
ろ
う
。

（
ほ
し
の　

ま
さ
し
／
北
海
道
大
学
ス

ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー　

学
術
研
究
員
）
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図3　長江デルタの地域所得格差の地域分解

（出所）『江蘇統計年鑑』（各年版）、『浙江統計年鑑』（各年版）など
より筆者作成。
（注）1990年四川省農村価格を基準年基準地点とした実質値である。
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